



















































































































































































































































．88 i戸∫r1●．f血 E群サルモネラの溶原：1性 オ七屯晃「差誌、　1956
S．chittagongだけに作用し，他の菌には全く作用しない。
またE．tl　E2群の菌の【．｝Tにもこのphageの溶菌の認められ
ぬものがあるが，S．　giveとS．　newbrunswickのように
H抗原講造の等しい菌がそれぞれ溶菌をうけぬ点はこれら
の菌の系統発生と結付けて考える時非常に興昧深く感ぜら
れる。もっともS．illilloisはS．　Iexingtonと抗原構造を
等しくするが溶菌をうける，この点は上の例と少し異って
い．る。要するに．同一群の菌だけでなく．他群の菌にも作用す
ることが分る。しかし，恥群の菌．には一般に作用しないか
ら菌のphageに対するrec．ep七〇rは1，3，10，15，19何れ
の抗原因子にも．直接該当しないと考えられる。
　3）取群の菌株については秋葉呼8）が対照実験に用い
たS．chit七agong，　S．　niloese，　S．　s．enftenberg　HS－1．，　S．
senftenberg－simusburyがそれぞれ溶原性でS．　anatum
を溶．菌するphageを産生することを報告したが，われわれ
．の検査結果でもその他のS．senftenberg　HS－10，．　HS－20，
HS－25，　HS－33，正【S－52，　HS－73，　HS－93，　S．　taksony等
も総て溶原性であることが知ら．れた。なおこの際指示菌株
には秋葉の．実験からみてS．anatumを用いた。
　以上のよう．にEI，艮，　E｝，　E，i．群の菌株が何れも，任意に
とり出し検査した総ての菌株．において，溶．原：性であること
が明かにされたわけであるが，このことは，S．　typhi．mu－
riUlnだけでなく，他のサルモネラも広く溶原性であるこ
とを暗示するものであ．つて，ひよつ．としたら総てのサルモ
Jt・ラが溶原性かも知れぬとも思わせるものである。
結 ．論
　、1＞E1群テルモネラは一般に溶原1「生であることが認め
られた。
　2）E1．群サルモネラも一般に野原陸であることが認め
られた。
　3）現在までのところ，検査に用いたE群サルモネラは
EI，　E2，　Eう，瓦何れの群に属する．菌株も総．て溶原性であっ
た：。
　4）以上の所見はサルモネラが広く一般に血脈ト1生である
ことを暗示する。　　　　　　　　（昭和31．2．24受付）
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Summary
　　　In　previous　papers　it　has　been　reported　that　all　strains　of　groups　E，，　and　E3　Salmo－
nellas　were　lysogenic，　in　so　far　as　tested，　and　the　present　paper　deals　with　groups　E，　and
Ed　Salmonellas．
　　　S．　IQndon，　S．　give，　S．　anatum，　S．　nyborg，　S．　amager，　S．　butantan，　S．　vejle，　S．　meleagridis．，
S．’?ｌｉｓａＣ?ｔｈｖｉｌｌｅ，　S．　simi，　S．　lexington　and　S．　uganda　of　group　E，　were　all　found　to　be　ly－
sogenic，　when　tested　by　mixed　broth　culture　of　two　strains　in　all　possible　combinatiQns．
The　fact　that　these　＄’trains　were　selected　entirely　at　random　suggests　tha’t　Salmonella
strains　of　group　Ei　are　lysogenic　in　general．
　　　S．　niloese，　8　s，trains　of　S．　senftenberg，　S．　senftenberg－simsbury　and　S．　taksony　of　group
Ed　were　also　found　to　be　lysogenic，　when　tes’ted　by　using　S．　anatum　of　group　Ei　as　an
indicator　s’train．
　　　The’　above　findings，　indicating　that　all　the　strains　of　groups　Ei，　E2，，　E，3　and　E4　Sal－
monellas　were　lysogenic，　suggest　that　Salmonella　strains　are　lysogenic　in　general，　not　only
in　group　E　but　also　in　other　groups．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　24，　1956）
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